
















要約 

新生児頭蓋内出血のアンケート調査から頭蓋内出血の臨床症状とその予後に与える影響を

検討した。新生児期の特徴として臨床症状が全く無いものが,915 例中 225 例にみられ,頭

部超音波断層法及び,CT 等の画像診断が重要であることが示唆された。 

臨床症状のうち意識障害,筋緊張低下などの中枢神経抑制症状が生命的予後及び神経学的

予後不良を示唆しており,それとともに痙撃,四肢麻痺も神経学的予後不良徴候であった。

逆に筋緊張増加,後弓反張,易刺激性などの中枢神経興奮症状は神経学的予後にとっては良

好な徴候と考えられた。 


